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1. はじめに 

ICTを活用し、外国語の資格試験を合格させるために、

どのような方策が必要であろうか。本発表者は中国語検

定試験(1)(以下、中検と称する)という資格試験合格に向け

て、対策用に開発された中国語検定試験過去問WEB(2)(以
下、中検WEBと称する)という中検の過去問題がWEB上

で解けるシステムを、中検対策の授業でブレンド型学習

として活用してきた。その方法は、学習者に中検WEBで

過去問題を回答させたのち、各問題の誤答とその解説を

ノートにまとめさせ提出させた。教員側は全ての誤答と

その解説が書かれているか否かで点数をつけ、更に学生

から質問がある場合は、その回答を記しノートを返却し

た。更に、授業内で実施させた中検の過去問題については、

試験を実施し定着度を測った。では、中国語検定試験に合

格するためには、この中検WEBを実施させ、課題を提出

させ、試験をするといった授業方法はどのぐらい効果が

あるのだろうか。 
本発表では、課題提出点、授業後に扱った範囲の試験の

点数、中検4級の合格の3年分のデータをSPSSで分析し

た。その結果、中検4級合格者でも、中検対策をせずに合

格する層、中検対策をした結果合格した層がおり、課題を

適切に実施し、問題に慣れることで合格に近づくことが

わかった。 
 
2. 中検WEBを活用した授業実践 

2.1 中検WEB 

中検 WEB とは、中検の既に実施された過去問題を

WEB上で解くことができる図1で示したようなe-learning
システムである。 

 

  
図1 過去問選択画面 

 
 その過去問題を解いた結果は、図 2 のように、各分野

別の採点結果をレーダーチャート化され、学習者の弱点

を明確化できるという特徴がある。 

 
        図2 学習結果 

 
 各学習者の記録は、実施した日時、正答率など教員側の

管理画面から一覧表示して閲覧できる。またそれぞれの

学生の中日訳や日中訳などの添削ができ、個々の学生へ

のメッセージ送信も可能である。 

 この中検 WEB について、学生が利用できるようにする

ため、本発表者が所属する大学では、2015 年度から中国

語を主専攻とする学生の中で、「資格中国語」という資格

試験対策をする授業を履修する学生に、2016 年度から中

国語を主専攻とする学生全てにアクセス権を付与し、0ス

タート中国語学習の主専攻クラス等で中国語検定資格対

策を促してきた。 

2.2 従来の授業実践 

本発表者は中国語検定過去問WEBを授業に導入し、効

果的な外国語の資格試験対策を考察してきた。 
永江(2016)(3)では、中検合格を目指す学生に中検 WEB

のアクセス権を付与したが、学生に与えるだけではログ

イン回数 0 回等で利用しなかった。そこで授業で学生に

利用回数を指示することで、学生が中検WEBを自律的に

活用するようになったことを踏まえ、時間及び場所的な

制約がなく学べるe-learningといえども教員の働きかけが

必要であると述べた。 
また、永江(2017) (4)では中検の合格者の e-learning の利

用回数を未受験者及び不合格者の利用回数と比較した際、

合格した学生ほど中検 WEB を活用していることがわか

った。そのため、中検WEB利用促進を教員側から働きか

けをし、中検WEBを用いた授業では学習者が実施する回

数を義務化しそれによって成績をつけたり、カリキュラ

ム改訂によって中検合格により単位を取得できるように

するなど、学生が中検WEBを活用していく仕組みを作っ

ていくことが必要だと述べた。 
更に、永江(2019) (5)では、中検WEB を活用し、学生へ
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のアンケートと中検 4 級の合格状況から授業における中

検WEBを扱った効果を調査した。合格した比率を見ると

2017年度が43人中24人即ち56％が合格し、2018年度が

44人中31人即ち70％が合格した。図3を参照されたい。 
 
 

 
 
 
 
 

図3 中検の合格状況 
 
 図 3 を概観すると、合格者の全体に占める比率も 2018
年度は 2017 年度よりも高くなっている(その他である

2017年度19人、2018年度13人とは、中検未受験者と不

合格者の数である)。 
 なお、この中検受験については、単位取得や留学のため

に合格証明書が必要だからという理由が2017年度、2018
年度ともに多かった。図4を参照されたい。 
 
  
 
 
 
 
 
 

図4 中検を受験した理由 
 
 2017年度は12人が「単位取得のため」、10人が「留学

に申込む ため」とした。また 2018 年度は、18 人が「単

位取得のため」、8 人が「留学のため」とした。学習者の

「中国語検定試験に合格することで単位が取得できる」

といった明確な動機づけにより、積極的な学習行動が促

進された。その促進が中国語の習得につながり、更なる学

習意欲がもたらされた。その結果、中検WEBのサイトの

利用率向上、更には使用継続希望につながることがわか

った。 
 なお、永江(2019)では、アンケートで収集した中検の受

験有無、合格状況を示したが、統計学的な解析をし、中検

WEB を活用した授業のどのような点が中国語検定試験

の合格者数の伸びをもたらしたかに関しては、明確化し

ていない。 
そこで、本発表では、永江(2019)で示した 2017 年度、

2018年度のみならず2016年度のデータを加え、0スター

トで中国語学習を始めたクラスにおいて、中国語検定試

験を受験した学生の合格率、授業内で教員側が設定した

課題提出状況、授業内で扱った中検 4 級の過去問題をテ

ストした点数の状況を収集し、定量分析を行い、どの点が

学習者の中検合格について効果があったかについて述べ

る。 
 
3. 資格試験対策授業の定量分析 

3.1 中検4級対策授業・4級合格者のデータ収集 

 2016年度、2017年度、2018年度に、0スタート中国語

学習のクラスにおいて、11 月に実施される中国語検定試

験4級対策の授業を4回行い(1回の授業が90分×2コマ

であるため、合計12時間)、5回目に授業で扱った範囲の

試験を実施した。その授業概要は次の通りである。 

表１ 中検対策授業 

回 授業内容 

1 中検WEBの4級の過去問を解く、誤答ノート提出 

2 中検WEBの4級の過去問を解く、誤答ノート提出 

3 中検WEBの4級の過去問を解く、誤答ノート提出 

4 中検WEBの4級の過去問を解く、誤答ノート提出 

5 中検対策授業の試験 

 

 中検 WEBの 4級の過去問題は、2016年度の学生は4回

分、2017年度、2018年度の学生は 1回目は 1回分、2回

目からは 2 回分で合計 7 回分解いた。各学習者の回答結

果は前節図 2 で示した通りレーダーチャートで示される

が、筆記試験の日中訳については、教員側が採点とコメン

トを付した。学生が解き終わった後に、誤答と何故間違え

たのか、またその誤答についての質問をノートにまとめ

させ提出させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 学生の誤答提出ノート 

 

 学生から提出されたノートにコメントや質問に対する

回答や各問題に関する解説を記し、返却した。返す際、中

検 WEB の回答を確認し、全ての誤答について明記し、正

答と解説が書かれていれば 5 点、漏れがある場合はその

数に応じてマイナスした課題点をつけた。4回授業があっ

たため、課題点の満点は20点になる。4回の授業実施後、

マークシート方式(4択)で、授業で扱った過去問題の試験

を行った。授業内試験の概要は次の表2の通りである。 

 

表2 授業内試験概要 
項目 内容 

範囲 過去4回の授業で扱った内容 

試験時間 60分 

リスニング10-15分、筆記45-50分 

形式 マークシート 

点数 50点(1問1点、50題) 

リスニング20点、筆記30点 

 

 学生にしっかり学習して知識を定着させるため、試験

の点数は必修授業の成績に入れると、学生には通知した。 

 なお、2016年度、2017年度、2018年度の学生について

は、学習開始後、1年以内に中国語検定試験に合格すると、

申請により授業単位とは別に2単位取得できたため、4級

合格のデータも収集できた。中検 WEB を用いた授業導入

前は中検への申込みも留学などで合格証明書が必要な学

(解説) “是”は“了”と一緒に用いない 
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生に限られ、更に不合格者数の方が合格者を上回ってい

たが、中検 WEB を導入しカリキュラム改訂などで、学生

への中検受験を促した結果、2016 年度は 10 人、2017 年

度は24人、2018年度は31人と年々合格者数が向上した。 

 以上により中検対策授業で得られた課題提出状況、授

業内テスト、中国語検定合格の有無のデータにより、授業

の効果を分析する。 

3.2 課題提出・授業内試験・中検合格の相関関係 

 前節で述べた課題提出の合計点、授業内試験、中国語検

定試験合格にどのような相関関係があるか(6)、SPSS(7)を用

いて分析した。まず、授業内試験の結果と課題提出の相関

関係は表3の通りである。 

 

表3 授業内試験と課題提出の相関係数 

 

 授業内試験と課題提出の相関関係について、2016年度

の相関係数が0.599、2017年度の相関係数が0.283、

2018年度の相関係数が0.321、有意水準が2016年度と

2017年度は0.05未満で相関があるといえるが、2017年

度は0.05より大きく相関があるとはいえない。 

 次に、授業内試験と中国語検定試験の相関関係である

が、表4の通りである。 
 

表4 授業内試験と中検合否の相関係数 
年度 相関係数 有意確率差 

2016 相関係数＝0.466 有意確率＝0.001 ＜ 有意水準0.05 
2017 相関係数＝0.732 有意確率＝0.000 ＜ 有意水準0.05 
2018 相関係数＝0.664 有意確率＝0.000 ＜ 有意水準0.05 

  

 表4で示したように、授業内試験の点数と中国語検定

試験4級の合格について相関係数を求めたところ、2016

年度の相関係数は0.466、2017年度は相関係数が

0.732、2018年度は相関係数が0.664となった。いずれ

も有意水準0.05未満で相関があるといえる。3年間を比

較すると、2017年度の相関が最も高かった。 

 次に中検合否と課題提出の相関関係であるが、表 5 の

通りである。 
表5 中検合否と課題提出の相関関係 

 
 表 5 で示した通り、中検合格と課題提出について相関

関係を求めたところ、2016年度0.347で有意確率が0.018、
2017年度は0.187、有意確率が0.235で有意水準がいずれ

も0.05よりも大きく、相関があるとは言えない。2018年
度は0.420、有意確率が0.004で有意水準が0.05未満で相

関があるといえる。 

3.3 小括 

 前節で観察したように、2016年度、2017年度、2018年
度のいずれの年度も中検合格と相関関係を示したのが、

表4で示したように、授業内試験であった。これは、授業

内試験で良い成績を収める中国語力がある者は、換言す

れば、中国語検定試験に合格する力があるといえると考

えられる。逆に、課題提出に関して、授業内試験との相関

関係を見ると、表3で示したように、2016年度と2018年
度のみ相関関係を示し、2017 年度は相関があるとは言え

なかった。課題をしっかり提出していた学生は、授業内試

験の勉強をしっかりしたとも言え、点数につながったと

考えられる。また課題提出と中検合格についてであるが、

2018年度のみしか相関があると言えなかった。 
 
4. まとめと考察 

4.1 中検合格に必要な要素 

 本発表は、中検 WEB を授業に取り入れた 2016 年度、

2017年度、2018年度の授業内試験、課題提出点、中検の

合格者のデータの相関関係をSPSSで分析した。その結果、

授業内試験と中検合格の間には相関関係があったが、課

題提出と中検合格や授業内試験には相関が必ずしもある

とはいえないことがわかった。 

 なお、中検合格者数は先述した通り、2016 年度、2017

年度、2018年度は一律の人数ではなく、表 6で示すよう

に年々増加が見られる。 

 

表6 中検合格者数 

 2016年度  2017年度  2018年度 
   10人   24人 31人 
 
ここで注目すべきは、中検の合格者数が最も多かった

2018 年度の学生は、前節の表 3 で挙げた「授業内試験と

課題提出」に相関があり、表5で挙げた「中検合否と課題

提出」に相関関係がある課題提出をしっかりした学生群

である。そこで、2017年度から2018年度の合格者数の伸

びの理由として、「課題をしっかり提出した」点ではない

だろうかと仮説が立てられる。従来の中国語の能力はほ

ぼ同じでも、中検の授業の課題、自身の誤答を 1 つ 1 つ

しっかりノートにまとめ、その解説を書き留めた学生が

多いことが、中国語検定試験合格数の伸びにつながった

のではないかと考えられる。 
4.2 ICTを活用した学習の中への教員役割の付与 

 ICTを活用して資格対策をした場合、実施を促すのみ

ならず、その実施した結果に出た誤答に学習者が気付き、

正答に導けるように案内することが重要である。本発表

では、教員が ICT 学習の流れの中に参画し、学習者の問

題実施や課題提出、試験の実施を指示してきた。この教員

の役割をもう少しe-learningの中に組み込めないだろうか。 
この e-learnig での学びに教員が力添えをしている形であ

るが、これをシステムの中で問題の実施、誤答の気付き、

正答への導きまで完結できれば、学習者の利便性が高ま

ると考えられる。 
 例えば、永江(2019)で実施したアンケート内では中検

WEBを使用した感想を問うたが、その感想を抜粋すると、

「家や電車の中、色々なところで勉強できとても役に立

年度 相関係数 有意確率差 
2016 相関係数＝0.599 有意確率＝0.000 ＜ 有意水準0.05 
2017 相関係数＝0.283 有意確率＝0.069 ＞ 有意水準0.05 
2018 相関係数＝0.321 有意確率＝0.034 ＜ 有意水準0.05 

年度 相関係数 有意確率差 
2016  相関係数＝0.347 有意確率＝0.018 ＞ 有意水準0.05 
2017  相関係数＝0.187 有意確率＝0.235 ＞ 有意水準0.05 
2018 相関係数＝0.420 有意確率＝0.004 ＜ 有意水準0.05 
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った」、「過去問を実施したため、本番で落ち着いてでき

た」、「様々な年度の問題があるため自分の苦手なところ

を分析できる」、「携帯でできたのでいつでもできた」、「し

っかり解説もついており、やりやすかった」、「練習モード

で解答確認しながらできるので、1人で勉強するのによか

った」、「様々な年度の問題があるため、自分の苦手なとこ

ろを分析できる」、「実際の試験とほとんどおなじだった

ので、受験時にプレッシャーはなかった」、「回を重ねるご

とに力がついていくのを感じた(嬉しかった)」など、その

利便性について好意的な意見が多かった。その一方で、

「音声を聞くのがやりづらい」、「答えを開く時、別途で見

たい」、「自分のPCでつかえなかった」、「解説を詳しくし

て欲しい」等、システムに対する改善点も数人から上がっ

た。 そこで、中検WEBを使用して中検合格を目指す学

習者向けに、解説を詳しくした「中検練習サイト」という

サイトを構築した(8)。以下の図6、図7、図8、図9を参照

されたい。 

 

図6 中検練習サイトトップページ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図7 各回へのリンク 

 

 
図8 各設問へのリンク 

 
図9 設問の解説画面 

 

 上記のようなサイトが中検合格を目指す学習者に提供

できるようになれば、詳しい解説を要望している学習者

の利便性が高まり、資格試験対策の学習効果が高まるこ

とが期待される。 
 教員の役割をいかに e-learningの中に組み込み、効果

的な学習を実現するか、今後の課題とする。 
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